
書名 著者名 出版社 内容

1
ぼくのたいせつ
なぼうし

ヒド・ファン・ヘ
ネヒテン　作・絵
のざかえつこ
訳

フレーベル館

たびの途中で　ぼうしをなくしてしまった
クル。スノーぼうやは、大切なじぶんのぼ
うしをかしてあげた。ところが、クルはぼう
しをなかなかかえしてくれない。アルフ
レッドにそうだんすると・・・

2 つらら
細島雅代　写真
伊地知英信　文

ポプラ社

つららは　どうしてできるのかな？どうし
て長くなるのかな？冬になると、身の回り
や自然の中で見かける、つららのすばらし
さを、しゃしんでしょうかい。

3 なまはげ 小賀野実 ポプラ社

毎年、大みそかの夜になると、なまはげが
山からすがたをあらわす。おそろしいおた
けびをあげながら、村人の家をたずねる。
なまはげって、いったいなになのか？

4
ストーブのふゆや
すみ

村上しいこ
作
長谷川義史
絵

ＰＨＰ研究所

待ちに待ったスキーりょこう。戸じまりて
んけんをすると、なんと、ストーブがこたつ
の中で、まるくなっていた。ストーブも冬
休みがほしいという。いっしょに、りょこう
に行くことになった。

5
３びきの　ゆきぐ
ま

ジャン・ブレット
作
松井るり子　訳

ほるぷ出版

犬ぞりをなくしてしまったアルーキは大き
なイグルーにたどりついた。中に入ってみ
ると、おいしそうなにおいが　してきた。そ
のころ、３びきのゆきぐまは、スープをさ
ますため　さんぽをしていた。

　　　　1・2年　「冬がやってきた！」


